
本日、御議論頂きたい事項（今後取り組むべき施策の方向性）

新たな共用システム導入支援プログラム
（2016年～2020年、3年間支援）

コアファシリティ構築支援 プログラム
（継続・拡充）（2020年～、5年間支援）
※2020年：第1期目採択。
※2021年：第2期目採択分の予算要求中。
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どの組織でも高度な研究が可能な環境へ（組織としての環境整備）

大型・最先端の設備に誰でもアクセス可能に(組織を超えた環境整備)
共用プラットフォーム形成支援プログラム
（2016年～2020年、5年間支援）

先端研究設備プラットフォームプログラム
（新規）（2021年～、5年間支援）

チーム型研究体制に
よる研究力強化

（研究推進体制の強化）

世界をリードする
新技術

資料２－３
科学技術・学術審議会
研究開発基盤部会(第７回)
令和２年１０月２１日

①プラットフォーム事業にて、各機関にて取り組むべき要件や
どのような具体的な取組の推進が必要になるか？
※イノベーションの推進（質）に貢献することを示す指標の設定

大学等における研究基盤の整備・共用
に係るガイドライン／ガイドブック
※2020年度～2021年度に策定。

②来年度コアファシリティ事業にて、どのような取組を推進することが望ましいか？
また、ガイドライン／ガイドブックにどのような情報があることが望ましいか？
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参考となる資料
P16－20

参考となる資料
P21－35

※前回部会における概要
（参考１。P37）も参照

※ガイドライン／ガイドブック（仮称）骨子案(参考２。P41)も参照

研究のＤＸ化（遠隔化・自動化）


